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緒言  我々は、キャリア濃度と易動度がほぼ等しい電子と正孔を持つ YH2 へのスピン注入効果に

関する研究を行ってきた。先行研究では電極 TbFeCo、チャネル部 YH2(チャネル長 約 10μm)の

ホール素子で測定を行った。この場合には、ヒステリシスを伴ったホール抵抗、−4 %ほどの負の

横磁気抵抗が観測された[1]。本研究では YH2と同様、両極性伝導体であり[2]、YH2より長いスピ

ン拡散長が期待できる ScH2を電流チャネル部(チャネル長 約 10μm)に、フェリ磁性体 TbFeCoを

電極としてホール抵抗および横磁気抵抗を測定し、磁気伝導特性を評価する。 

方法  電極 TbFeCo はスパッタ法、チャネル部 Sc は EB 法によって蒸着した。水素雰囲気中で熱

処理(水素濃度 3 %，反応温度 100 ℃，反応時間 10分)することで ScH2を作製した。比抵抗を van 

der Pauw法で、ホール抵抗及び横磁気抵抗を交流電流 480 Hz, 1μA、印加磁場-5~+5 Tで測定した。

測定は全て室温下で行った。 

結果と考察  TbFeCo(電極)/ScH2(チャネル)のホー

ル抵抗の磁場依存性は、TbFeCo/YH2と類似した概

形であり、ホール係数は負で絶対値が TbFeCo/YH2

よりも 2倍、ScH2薄膜より 150倍程大きい[2]。高

磁場で若干の飽和傾向が見られる(図 1)。横磁気抵

抗は TbFeCo/YH2と比較すると、符号が逆転して

正となり、5 Tでの値は同程度の 4 %であった(図

2)。Au/ScH2の横磁気抵抗比より約 11 倍の値であ

ることから、TbFeCo/ScH2でも TbFeCo/YH2と同様、

スピン分裂によって電気化学ポテンシャルの勾配

に差が生じて電流密度がスピン分極したことが考

えられる[3]。 
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 図 1 TbFeCo/ScH2の室温ホール抵抗の磁場 
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図 2 TbFeCo/ScH2の室温横磁気抵抗比の 
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